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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成21年4月30日(2009.4.30)

【公開番号】特開2007-305050(P2007-305050A)
【公開日】平成19年11月22日(2007.11.22)
【年通号数】公開・登録公報2007-045
【出願番号】特願2006-135314(P2006-135314)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/262    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/387    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  37/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   3/00    ３００　
   Ｈ０４Ｎ   5/262   　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/387   　　　　
   Ｇ０３Ｂ  37/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月13日(2009.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣接した位置を連続して撮影した複数の画像について、当該隣接する画像を比較して、
両画像の画面で共通する被写体でありながら、一方の画面だけでその被写体の障害となる
障害物が撮影されている画像を不適切な被写体が撮影された画像として、当該不適切な被
写体が撮影された画像を選択して採用不可とし、当該不適切な被写体が撮影されていない
画像を適切な被写体が撮影された画像としてこれを選択して採用画像とする画像選択部と
、
　上記複数の採用画像を合成して一枚の静止画像を得る合成部とを備える
ことを特徴とするカメラ。
【請求項２】
　パノラマ撮影を行うカメラにおいて、
　画角を連続して変えて撮影された画像の中で隣接する画像を比較して、両画像の画面に
共通する遠距離被写体でありながら、一方の画面だけで当該遠距離の被写体の前を遮るよ
うに近距離の被写体が撮影された画像が有る場合に、当該近距離の被写体が撮影された画
像についてはパノラマ用の画像として採用不可とし、当該遠距離の被写体の前を遮るよう
な近距離の被写体が撮影されていない画像をパノラマ用の画像として採用する画像選択部
と、
　上記記パノラマ用の画像として採用された画像を合成してパノラマ画像を得る合成部を
備える
ことを特徴とするカメラ。
【請求項３】
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　撮影位置を変えての連写結果に従って、障害物の位置の変化を判定する判定部と、
　上記障害物位置の変化を予測して撮影した少なくとも一枚の画像を含む、複数の画像に
従って、上記障害物の影響を受けない合成画像を得る画像合成部とを備える
ことを特徴とするカメラ。
【請求項４】
　連写撮影を制御する撮影制御部と、
　撮影位置を変えての連写結果に従って、画面内の障害物の位置の変化を判定する判定部
と、
　上記連写撮影で得られた複数の基準画像に従って、上記障害物の影響を受けない合成画
像を得る画像合成部とを備え、
　上記撮影制御部は、第一の基準画像の撮影後に、障害物位置変化判定用の撮影を行い、
上記判定部による障害物位置の変化を検出して得られタイミングで第二の基準画像の撮影
を行う、
ことを特徴とするカメラ。
【請求項５】
　連写撮影を制御する撮影制御部と、
　撮影画像の画面内に被写体を遮る障害物が写っていないかを、上記連写撮影された複数
の画像を比較して判定する判定部と、
　連写撮影された画像の画面内に被写体を遮る障害物が写っていると判定されたときは、
上記撮影画像の前後に連写された画像であって、上記障害物の写っていない前後の画像か
ら、障害物の写っている画像と同等な被写体アングルでかつ障害物の写っていない画像を
合成する画像合成部とを備える
ことを特徴とするカメラ。
【請求項６】
　連写撮影を制御する撮影制御部と、
　撮影画像の画面内での被写体を遮る障害物の位置を上記連写撮影された画像を比較して
判定する判定部と、
　障害物の位置が画面内で異なる複数の連写撮影された画像から、上記障害物の写ってい
ない１の画像を合成する画像合成部とを備える
ことを特徴とするカメラ。
【請求項７】
　上記連写撮影は、カメラの移動状態中に行われる連写撮影である
ことを特徴とする請求項５または６に記載のカメラ。
【請求項８】
　撮影画像を複数合成してパノラマ撮影を行うカメラにおいて、
　複数のパノラマ構成用の画像から一枚のパノラマ画像を合成する合成部と、
　パノラマ用の連写撮影を制御する撮影制御部と、
　連写撮影された画像の中からパノラマ構成用の画像を選択する画像選択部と、
　撮影された画像に被写体を遮る障害物があるかを、上記パノラマ用連写撮影の結果に従
って判定する判定部と、を備え
　上記画像選択部は、上記判定部により被写体を遮る障害物がないと判定された画像をパ
ノラマ構成用の画像として選択する
ことを特徴とするカメラ。
【請求項９】
　上記画像選択部は、上記障害物がないと判定された画像であって、かつ隣接する他のパ
ノラマ構成用画像の一方の端部と接続可能な画像を上記パノラマ構成用の画像として選択
する、
ことを特徴とする請求項８に記載のカメラ。
【請求項１０】
　連写撮影を行うカメラにおいて、
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　撮影画像の画面内に被写体を遮る障害物の存在とこの障害物の画面上での移動時間を判
定する判定部と、
　第１の画像を撮影し、撮影された第１の画像に障害物が存在すると判定されたときは、
第１の画像が撮影されてから上記移動時間に基づいたタイミングで第２の画像を連写撮影
するよう制御する撮影制御部と、
　上記第１の画像と第２の画像から障害物の写っていない画像を合成する画像合成部とを
備える
ことを特徴とするカメラ。
【請求項１１】
　上記撮影制御部は、障害物の存在を判定するための判定用の撮影として、上記第１の画
像よりも画素数の少ない撮影を行う
ことを特徴とする請求項１０に記載のカメラ。
【請求項１２】
　上記撮影制御部は、第１の画像の撮影に先立って、障害物の存在を判定するための判定
用画像の撮影を行う
ことを特徴とする請求項１０に記載のカメラ。
【請求項１３】
　上記撮影制御部は、第１の画像の撮影の直後に障害物の存在を判定するための判定用画
像の撮影を行う
ことを特徴とする請求項１０に記載のカメラ。
【請求項１４】
　連写撮影して得られた画像を合成する合成画像撮影方法において、
　撮影画像の画面内に被写体を遮る障害物が写っていないかを上記連写撮影された複数の
画像を比較して判定し、
　連写撮影された画像の画面内に被写体を遮る障害物が写っていると判定されたときは、
上記撮影画像の前後に連写撮影された画像であって、上記障害物の写っていない前後の画
像から、障害物の写っている画像と同等な被写体アングルでかつ障害物の写っていない画
像を合成する
ことを特徴とする合成画像撮影方法。
【請求項１５】
　連写撮影して得られた画像を合成する合成画像撮影方法をコンピュータに実行させるプ
ログラムにおいて、
　上記合成画像撮影方法は、撮影画像の画面内に被写体を遮る障害物が写っていないかを
上記連写撮影された複数の画像を比較して判定し、
　連写撮影された画像の画面内に被写体を遮る障害物が写っていると判定されたときは、
上記撮影画像の前後に連写撮影された画像であって、上記障害物の写っていない前後の画
像から、障害物の写っている画像と同等な被写体アングルでかつ障害物の写っていない画
像を合成する
ことを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】カメラ、合成画像撮影方法およびプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００８】
　この発明では、上記課題に鑑み、邪魔な障害物が入らない画像を撮影できるカメラ、そ
の合成画像撮影方法及びプログラムを提供することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するために、第１の発明によるカメラは、隣接した位置を連続して撮影
した複数の画像について、当該隣接する画像を比較して、両画像の画面で共通する被写体
でありながら、一方の画面だけでその被写体の障害となる障害物が撮影されている画像を
不適切な被写体が撮影された画像として、当該不適切な被写体が撮影された画像を選択し
て採用不可とし、適切な被写体が撮影された画像を選択して採用画像とする画像選択部と
、
　上記複数の採用画像を合成して一枚の静止画像を得る合成部とを備えるものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、第２の発明によるカメラは、連写撮影を制御する撮影制御部と、撮影画像の画面
内に被写体を遮る障害物が写っていないかを、上記連写撮影された複数の画像を比較して
判定する判定部と、連写撮影された画像の画面内に被写体を遮る障害物が写っていると判
定されたときは、上記撮影画像の前後に連写された画像であって、上記障害物の写ってい
ない前後の画像から、障害物の写っている画像と同等な被写体アングルでかつ障害物の写
っていない画像を合成する画像合成部とを備えるものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
また、第３の発明による画像合成撮影方法は、連写撮影して得られた画像を合成する合成
画像撮影方法において、撮影画像の画面内に被写体を遮る障害物が写っていないかを上記
連写撮影された複数の画像を比較して判定し、連写撮影された画像の画面内に被写体を遮
る障害物が写っていると判定されたときは、上記撮影画像の前後に連写撮影された画像で
あって、上記障害物の写っていない前後の画像から、障害物の写っている画像と同等な被
写体アングルでかつ障害物の写っていない画像を合成するものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明によれば、邪魔な障害物が入らない画像を撮影できるカメラ、その合成画像撮影
方法及びプログラムを提供することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　そして、画像Ｉ３ が適正な画像であるかを判断する（ ステップＳ１３） 。適正な画
像とは、画面中に障害物のない画像である。これは画像判定部１４ が、コントラストや
明るさで適正かを判定する。適正であると判定すれば（ ステップＳ１３ＹＥＳ） 、画像
Ｉ３ を、そのまま画像記録部６ が記録する（ ステップＳ１６） 。一方、適正でないと
判定すれば（ステップＳ１３ＮＯ） 、Ｐ３４ の位置でも撮影を行い、画像Ｉ３４ を記
憶する（ ステップＳ１４ ） 。そして、合成部１５がＩ２３とＩ３４を合成処理する（ 
ステップＳ １５） 。図３（Ｄ） のような画像Ｉ３が合成される。画像記録部６が合成
された画像Ｉ３を記録する（ ステップＳ１６ ） 。
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